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資料 1 

1. 土壌汚染調査結果 

1.1 調査方法 

深谷通信所跡地における土壌汚染調査の流れを下記の図1.1に示します。 

 

 

図1.1土壌調査の流れ 

 
＜土壌調査（南関東防衛局実施）の経過＞ 

平成27.1.14～27.3.27 資料等調査（平成27.7に横浜市に報告） 

平成27.10.22～28.3.31 概況調査（平成28.4.14に横浜市に報告） 

平成28.7.30～29.2.28 詳細調査（平成29.5.12に横浜市に報告） 
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1.2 土壌汚染調査結果 

出典：旧深谷通信所における土壌調査（詳細調査）の結果について 

（平成29年5月15日 横浜市政策局基地対策課 記者発表資料） 
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2. 産業廃棄物最終処分場跡地の位置 

対象事業実施区域内には分布する指定区域が２箇所あります。１箇所は、対象事業実施区域の南側

にあり、昭和55年から昭和57年にかけて利用されていました。他の１箇所は、対象事業実施区域の

西側にあり、昭和58年から昭和61年にかけて利用されていました。２箇所とも、届出当時の処分場

の基準に準じ、本市に届出され、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく指定区域」の指定を受

けています。産業廃棄物最終処分場跡地の詳細は表2.1に、指定区域は図2.1に示すとおりです。 

 

表2.1 産業廃棄物最終処分場跡地の指定区域 

番号 整理番号 指定年月日 所在地(代表地番) 
面積

（㎡） 

容量

（㎥） 
取り扱われた廃棄物の種類 

1 

20008006 平成20年 

9月25日 

泉区和泉町7910番ないし

8174番の一部ほか 

33,345 258,455 金属くず・ゴムくず・建設廃材・

廃プラスチック類・ガラスくず及

び陶磁器くず・鉱さい（鋳物砂） 

2 

20100003 平成22年 

8月25日 

泉区和泉町7910番ないし

8174番の一部ほか 

24,016 185,274 金属くず・ゴムくず・建設廃材・

廃プラスチック類・ガラスくず及

び陶磁器くず・鉱さい（鋳物砂） 

資料：「旧深谷通信所(26)土壌汚染調査（資料等調査）報告書」（南関東防衛局、平成29年3月） 
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図2.1 産業廃棄物最終処分場跡地の 

指定区域 
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3. 土質調査結果 

「深谷通信所跡地土質調査委託」（令和２年３月）において、深谷通信所跡地の調査が実施されてい

ます。ボーリング調査地点は図3.1に、ボーリング調査の結果は図3.2に、地下水の水位（初期水位）

の結果は表3.1に示すとおりです。 

 

 

 

  

図3.1 ボーリング調査地点図 資料：「深谷通信所跡地土質調査委託」（横浜市、令和2年3月） 
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表3.1 地下水の水位（初期水位） 

調査地点 測定日 

初期水位 

備考 孔内水位 

（GL－ｍ） 

標高 

（H＝ｍ） 

B-1 2020年2月7日 5.60 36.66 泥水位 

B-2 2020年2月3日 0.80 40.41 無水掘削による自然水位 

B-3 2020年2月13日 1.90 39.90 無水掘削による自然水位 

B-4 2020年2月7日 2.29 40.49 無水掘削による自然水位 

B-5 2020年2月8日 4.68 36.62 泥水位 

B-6 2020年2月7日 2.30 39.03 無水掘削による自然水位 

B-7 2020年2月22日 5.43 36.52 無水掘削による自然水位 

B-8 2020年2月15日 3.66 37.83 無水掘削による自然水位 

B-9 2020年2月21日 2.30 39.83 無水掘削による自然水位 

B-10 2020年3月3日 1.80 39.95 無水掘削による自然水位 

B-11 2020年2月21日 1.92 41.42 無水掘削による自然水位 

B-12 2020年2月13日 1.85 40.44 無水掘削による自然水位 

資料：「深谷通信所跡地土質調査委託」（横浜市、令和2年3月） 

 

 


